日本分析化学会　表示・起源分析技術研究懇談会
H30年度　第二回　運営委員会　議事録

日時　　2019年 1月 25日（金） 12:10〜13:00

会場　　東京電機大学東京千住キャンパス　１号館２階　1214セミナー室

出席予定者　　安井明美，阿部善也, 伊藤勇二, 岩田祐子, 鈴木彌生子, 高橋文人,
 八田珠郎, 原口浩幸, 平野哲, 保倉明子, 山越昭弘, 山田桂太, 社藤悦子
欠席予定者  力石　嘉人, 伊永隆史, 鈴木忠直, 等々力節子, 吉田尚弘

議題
H30年度　第二回運営委員会議事を、表1に示す。
表1.  H30年度第二回運営委員会議事及び配布資料
	No.
	議題
	報告者
	資料No.

	1
	H30年度　第一回運営委員会　議事録
	事務局
	１

	2
	H30年度(H30.3.1～)会計中間報告
	事務局
	２，３

	3
	H30年度(H30.3.1～H31.2.28)収支報告（案）
	事務局
	４

	4
	2019年度(’19.3.1～’20.2.29)予算案
	事務局
	５

	5
	2019年度(’19.3.1～’20.2.29)事業計画
	事務局
	６

	6
	H30年度(H30.3.1～)会員動向
	事務局
	７，８

	7
	第19回講演会（H30.8.3, 東京電機大学）の報告　
	山越氏
	９，１０

	8
	第67年会（H30.9.12～14, 東北大学川内北キャンパス）の報告
	阿部氏
	

	9
	第20回／ジョイント講演会（H31.1.25, 東京電機大学）, 参加申込者数
	鈴木氏
	１１，１２，１３

	10
	第21回講演会の企画について
	
	

	11
	運営委員メンバー
	
	１４

	12
	その他
	
	


各詳細は、後述の通り。（番号. は、議題No.　に対応）




1． 資料にてH30年度第一回運営委員会の議事録を各自確認した。配布資料は表2の通り。
表2.  H30年度　第一回運営委員会議事及び配布資料
	No.
	議題
	報告者

	1
	H29年度　第二回運営委員会　議事録
	事務局

	2
	H29年度(H29.3.1～H30.2.28)会計報告
	事務局

	3
	H30年度(H30.3.1～)会計中間報告
	事務局

	4
	H30年度(H30.3.1～)会員動向
	事務局

	5
	第19回講演会（H30.8.3, 東京電機大学）, 参加申込者数
	山越氏
事務局

	6
	第20回講演会の企画について
	鈴木彌生子氏
伊藤氏

	7
	運営委員会メンバーについて　
	

	8
	その他
	保倉氏




2． H30年度会計（中間報告）を、出納帳にて確認した。
3． H30年度収支(案)を、本年度のこれまでの収支及び2月末までの予定を鑑み作成された決算案にて確認した。
4． 2019年度予算案を、資料にて確認した。資料中の2017年度実績の費目別の数値が、本懇談会事務局作成の前年度資料2017年度収支報告書と異なっているのは何故か、という質問に、本資料は、本部から上書き記入用に渡されたものであり、本部での費目分けによる数値となっている。従って、懇談会事務局による費目分けと細かい部分で異なっているところがある旨、事務局から回答、確認した。
5． 資料中の下線部が、前年度事業報告から改訂もしくは加筆されている部分である。内容について確認した。
6． 団体会員は変化なし。個人会員について、本年度7名の入会者、3名の退会者を資料にて確認した。29年度からの会費滞納者のうち、高野氏について異動があった可能性があるとの報告があり、委員にて後日確認することとなった。また、2年以上の会費滞納者は退会扱いになる旨の再確認及び、1年の会費滞納者は会員として留保する旨の確認をした。　
7． 資料を参照し、山越氏より報告。講演会参加者：118名（会員40名，非会員72名, 懇親会のみ1名）となり、大盛況であった。会計報告については、第19回講演会収支報告書が資料として添付抜けとなっていた為、事務局より口頭で報告。講演会収入：256,000円《会費（1000円×40人＋3,000円×72人）》、講演会支出：75,006円《ドリンクデリバリー他雑費8,990円＋アルバイト代35,150円》、懇親会収入：129,000円《会費（3000円×43人）》、懇親会支出《懇親会代金126,900円》、全収支残高：183,094円，山越氏により監査済。本収支報告書については、後日事務局より運営委員メーリスにて送付することとなった。　　　　　 　　　　　　 　
8． 阿部氏より報告。東北大学において、9月に行われた。本懇談会からは、14日09:15～09:45鈴木彌生子氏（座長：安井氏）<《CERI評価技術賞講演》安定同位体比および微量元素分析による食品の産地判別技術の開発>、　10:00～10:30阿部氏（座長：鈴木彌生子氏）<文化財の「表示」と「起源」　－古代ガラス容器の非破壊蛍光X線分析－>の講演が行われた。
9． ジョイント講演会、第20回講演会の内容、及び参加申込者人数の内訳等を資料にて確認した。
10． 安井氏、鈴木彌生子氏より、フードフォーラムつくばとのジョイントとして行うとの提案があった。12月の会が好評だったこともあり、再度企画しても良いかもしれない。その他企画案があれば、事務局、または運営委員メーリスにて連絡することで合意。
11． 運営委員会名簿に訂正あり、後日運営委員メーリスにて訂正版を配布。
12． 特に無し。
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